
淡路島就活EXPO 
「求人企業合同説明会」
淡路島内企業約30社による求人企業合同説
明会を開催します 2025年3月卒業予定の大
学生等、UIJターン希望者および就職活動をす
る者の保護者 3月18日㊏12時～16時5分
神戸サンボーホール 淡路地域人材確保協
議会 0799-26-2086 0799-24-6934

県立淡路島公園 
住民アンケートを実施します
管理運営の参考とするため、島内の住民にアン

ケートを実施しています。イベン
トや遊具等の情報は公式ホーム
ページから 淡路島公園管理事
務所 0799-72-5377 ０799-
72-5378

ひょうごラジオカレッジ 
2023（令和5）年度受講生募集
毎週土曜の朝7時から30分間、ラジオ関西で
放送する講座を聴き、はがきやメールなどで
感想文を提出して1年間学習します。テキス
トは毎月郵送（パソコン、スマートフォンでも
受講可） ラジオ講座による学習に意欲のあ
る人 年間6,000円(テキスト代など)

4月7日㊎までに所定の申込書を郵送でひょ
うごラジオカレッジ事務局〒675-0188 加
古川市平岡町新在家902-3へ ０79-424-
3343 ０79-424-3475
詳しくは ひょうごラジオカレッジ

植えてはいけないケシに 
注意しましょう！
春から夏にかけて花が咲く
ケシの中には、麻薬成分が
含まれているため栽培が
法律で禁止されている種
類があります。淡路島内で
も多くの自生が確認されて

います。植えてはいけないケシを見つけた
ときは根を残さずに引き抜き、燃えるごみ
として処分してください 洲本健康福祉事
務所食品薬務衛生課 0799-26-2068
0799-22-3345

淡路出会いサポートセンターの廃止
淡路出会いサポートセンターは2023年3月
末に廃止となり、4月から神戸センターに統
合されます。これに伴う移行作業のため、当
該センターの窓口は2月末をもって閉所しま
した ひょうご出会いサポートセンター
078-891-7415 078-381-6829

イベント等は延期・中止
の場合がありますインフォメーション

植えてはいけないケ
シ／アツミゲシ（セ
ティゲルム種）

再生紙使用
〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1 078-341-7711㈹
兵庫県広報広聴課 078-362-3019 078-362-3903 https://web.pref.hyogo.lg.jp/ 今月号およびバックナンバーは

県ホームページでご覧いただけます。
2023（令和5）年
3月号

県民だよりひょうご
兵庫県庁
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エネルギーを地産地消する

淡路県民局交流渦潮課　0799-26-2125　0799-24-6934

「あわじ環境未来島構想」を推進
島民、団体、企業、行政が一緒になり、「生命つながる『持続する環境の島』｣を目指して、
自然に囲まれた淡路島の豊富な地域資源を生かしながら、
「エネルギー」 「暮らし」 「農と食」の３つの持続を高める取り組みを進めています。

いのち

太陽光等の再生エネルギーを島内で自家消費
するため、家庭用蓄電池を導入する人に対して
設置費用の一部を補助しています。また、エネルギ
ーを水素に
代えて活用
するための
検討が始ま
っています。

電気自動車
脱炭素社会を実現
するため、CO2削
減効果の高い電
気自動車（EV）の
普及促進を推進。
島内事業者を対象
にEV導入支援を
しています。

あわじ環境未来島構想の
ラッピングを施したEV

トマトの収穫体験

ホームページ

インスタグラム

成果指標

二酸化炭素排出量
（2012年対比）

エネルギー（電力）
自給率

8% 61.1% 100%

― ▲15.7% 実質ゼロ

取り組み当初
〈2010（平成22）年〉

淡路島現状
〈2021年〉

2050年の
目標

成果指標

持続人口（定住人口
＋交流人口）

生活満足度
（幸福度）

45.0% 70.1% 90%

17万
4,000人

15万
2,000人

16万
8,000人

取り組み当初
〈2010年〉

淡路島現状
〈2021年〉

2050年の
目標

成果指標

再生利用が可能な
荒廃農地面積

新規就農者数
（年間）

36人 73人 80人

521ha 330ha 261ha

取り組み当初
〈2010年〉

淡路島現状
〈2021年〉

2050年の
目標

竹資源を活用する
産官学が連携して島内の竹を混合させた新たな
土壌改良材を開発し、草刈り等の維持管理作業
の省力化に取り組んでいます。

美しい景観を守る
昔からある浜辺の
景観を守るため、
モデル事業として
シロチドリの保護
や海岸の清掃活
動に取り組む団体
を支援しています。

北淡路で新たな農業ビジネスを促進
淡路北部に位置する未利用農地を対象に、公募
事業者の営農計画に合わせた基盤整備を推進
して、新たな農業ビジネス参入を促しています。

３つの持続に関する現場を巡り、体
験や見学を通して淡路島の未来を
考えるきっかけにしてもらうツアー
を毎年開催しています。2022（令
和４）年度は、トマトの収穫体験や
太陽光発電の見学等をしました。

竹の土壌改良材を使った花壇
（全国豊かな海づくり大会兵庫大会
で県立淡路高校が制作）

竹混合の新たな
土壌改良材

参入事業者による
オリーブ栽培

家庭用蓄電池の活用イメージ

エネルギーの持続 暮らしの持続

農と食の持続

3つの持続を体験！絶滅危惧種指定のシロチドリ

全ての人が
誇りを持って
生きる島

目標5

持続可能な
暮らしと
環境の島

目標1

食と
エネルギーを
生み出す島

目標2

危機や
災害から
生き残る島

目標3
観光客や
移住者と共に
発展する島

目標4

淡路地域
ビジョンの
5つの目標

淡路版の
問い合わせは

淡路県民局総務企画室総務防災課へ
〒656-0021  洲本市塩屋2‐4‐5

困ったとき、まずは［さわやか県民相談］へ
　0120-36-7830（携帯電話からは代表番号へ）
  【受付】平日（祝日等を除く）9時～17時30分

な や み  ゼロ

洲本総合庁舎　0799-22-3541（代表）
ホームページ 淡路県民局

0799-26-2008　 0799-23-1250

淡路県民局からの
洲本市・南あわじ市・淡路市

淡
路
　


